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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公開番号】特開2019-62896(P2019-62896A)
【公開日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-016
【出願番号】特願2018-194750(P2018-194750)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｇ   1/50     (2006.01)
   Ａ２３Ｇ   1/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｇ    1/50     　　　　
   Ａ２３Ｇ    1/48     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月24日(2020.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定厚みを有する板状に本体が形成され、
　前記本体の少なくとも一部に設けられた抜き出し希望部分と、
　前記本体の前記抜き出し希望部分に隣接して設けられた背景部分と、
　前記抜き出し希望部分と前記背景部分との境界に沿って設けられた溝と、を備え、
　前記抜き出し希望部分の厚み寸法が前記背景部分の厚み寸法よりも大きい板状菓子。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記板状菓子は、前記抜き出し希望部分及び前記背景部分の表面が互いに異なる色の材
料により２層で形成されている板状菓子。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記背景部分は、前記背景部分を分割するような分割溝を備える板状菓子。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項において、
　前記抜き出し希望部分及び前記背景部分は、表面に形成された凹部により意匠が施され
、
　前記凹部の深さよりも前記溝の深さが大きい板状菓子。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項において、
　前記溝の断面形状は台形である板状菓子。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項において、
　前記本体は、チョコレートである板状菓子。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記チョコレートは、パフが混入されている板状菓子。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明に係る板状菓子は、所定厚みを有する板状に本体が形成され、前記本体の
少なくとも一部に設けられた抜き出し希望部分と、前記本体の前記抜き出し希望部分に隣
接して設けられた背景部分と、前記抜き出し希望部分と前記背景部分との境界に設けられ
た溝と、を備え、前記抜き出し希望部分の厚み寸法が前記背景部分の厚み寸法よりも大き
い。また、本発明に係る板状菓子は、所定厚みを有する板状に本体が形成され、前記本体
の少なくとも一部に設けられた抜き出し希望部分と、前記本体の前記抜き出し希望部分に
隣接して設けられた背景部分と、前記抜き出し希望部分と前記背景部分との境界に沿って
設けられた溝と、を備え、前記抜き出し希望部分の厚み寸法が前記背景部分の厚み寸法よ
りも大きい。
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